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原 著
保健婦 (士) が地区活動 で着目した援助 ニ ー ズ の 特質
井 出 成 美 (千葉大学看護学部)
要旨 行政 サ - ビ ス の 中で 機能す る看護 の 特質 を確認す る た め の 第 一 段階の 研究 と して , 保健婦 (士)が , 地域 で 一 つ の 単
位 の 活動を起 こ す過程で着目 し た ニ ー ズ (必要性)を分析 した｡ 保 健婦 ( 士) 自身が｢ 保健婦 (士)ら しい 活動｣と自己評価
す る5事例 の 活動の 発端 ･ 意図 ･ 方法 ･ 成果 を自由記述, 面接調査で回答 して もらい , 援助 が必要 と考 え た 生活 の 営み の 側
面, 対象, 保健婦 ( 士)と当事者 の 共有 の 状態, セ ル フ ケ ア の 実 践の 状態を調 べ た｡
そ の 結 果, ｢ 社会生活行動｣ ｢ 家族の 機能｣｢保健行動｣｢日常生活行動｣ ｢ 身体的健康｣ ｢ 心理 的精神的健康｣ ｢ 周囲の 人 々
の 価 値観 ･ 意識｣ ｢ 保健福祉医療サ ー ビ ス｣ ｢生活環境｣ の 9 つ の 側面を確認 し た｡
援 助の 必要性 に関 し て の 保健婦 (士) と当事者 と の 共有の 状愚 セ ル フ ケ ア の 実践 の 状態 に よ っ て, 1) 対象が認識 ･ 要
望 して お らず, 従 っ て セ ル フ ケ ア が 不十分な段階, 2) 対象が認識 ･ 要望 して い る が, セ ル フ ケ ア が十分 で な い 段階 , 3)
自立的な問題解決行動, 又 は そ れ に 向けた動機付けがあ る段階, の 3 つ の 特徴を確認 した｡ 個人 や家族 の ニ ー ズ と援助を必
要 とす る人 々 を支援す る周囲 の 人 々 の ニ ー ズ を全て の 事 例で 確認 し, 全 て の 地域住民 に該当す る ニ ー ズ を 3事例に確認 した｡
保健婦 (士)の 着目 し た ニ ー ズ の 特質 に つ い て 以下 の 3点を確認 し た｡
1
. 住民 の 多側面 に わ た る健康生活 へ の 着 目 2 . 個々 の そ の 人 ら し い 生活 や幸福 の 追求 3. 既存 の 資源で は解決 で き な
い ニ ー ズ に着目 し必要 な資源 の 創設 - の 行 政判断を促す｡
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I 目 的
保健婦は, 地方自治体の職員に属し, 公務と して 公衆
衛生活動に携わ ると い う形態で実績を重ね, そ の 活動は
公衆衛生看護活動とし て説明され今日ま で 伝え られ て き
て い る｡ 現在, 行政 サ ー ビ ス 自体 に大きな変革が求めら
れ て い る の と同様に , 今 ま で我が国の社会シ ス テ ム の中
で , 国民 の福祉の 向上 に多く の 側面で 貢献して きた保健
棉 (士) 活動に つ い て も , そ の実践活動に つ い て , 行政
サ ー ビ ス と して提供され る べ き根拠を明確にする ことが
迫られ て い る ｡ そ の こ と は同時に , 必須 の行政サ ー ビ ス
の 中 に , 看護固有の機能で解決で きる ニ ー ズ の存在を説
明で きるよう にする こ とが必要に なる｡ 特 に , 住民生活
に役立 っ て い る保健婦 (士) 活動は, 人間生活の営み の
どの 様な ニ ー ズ (必要性)に対し て機能 して い る の かを
明確に した い ｡
看護は, 対象が, 自立 して健康生活を整え たり, 問題
解決して いく ことを支援する ことを目的と して い る 1)｡
こ の よ うな看護援助の 開始に 当たり, まずどの よう な助
力の必要性を判断して い る の かと い う点 に着目して , 自
治体の行政サ ー ビ ス と して 位置づけ られ る看護の特質を
措こうとする のが本研究の趣旨で ある ｡ 保健婦 (士) 宿
動の 特質を看護学の立場から記述 しようとするも の で あ
る の で , 本来は, 判断した ニ ー ズ の み で はなく , 活動 の
全過程すなわ ち, 援助実施方法, 援助成果と評価さら に
は次段階の援助計画に つ い て も検討す べ き で あるが, 本
報告で は, そ の第 一 段階と して , 活動開始時期に着目し
た ニ ー ズ を中JL､に そ の特質を検討する｡
Ⅱ 方 法
1 追究の 素材とする保健婦 (士) の活動実践例の 選定
1) 5年以上 の 経験 を有する保健婦 ( 士)が｢ 保健婦
(士)らし い活動｣と自己評価する活動を選んだ ｡ 理 由
は, 保健婦 (士)が , 創意工夫した思考経過が存在し,
そ の 活動の成果も確認で き て い ると考え られるか ら で
ある｡
2) 保健婦 (士)に対し て , まず質問紙 で の 回答を依頼
し, 上記活動に つ い て , 活動 の 経過と内容, 援助 の意
図, 用 い た方法, 活動 の成果 に つ い て 記述説明して も
ら っ た｡
3) 回答内容を点検 し, 筆者自身も保健婦 (士) らし い
活動と評価で きる活動に しぼり, 不足の デ ー タ の補完
と詳細情報の聴取の ため, 約 2時間程度の面接調査を
加えた｡
受理 : 平成11年10月12 日 Ac c epted ･. Octobe r. 12. 1999.
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4) 活動の 内容を, 公衆衛生看護学領域の専門家2名に
確認して もら い , 今回の調査追究事象とする こと の適
否を判断して もら っ た｡
5) 調査時期:平成10年12月 - 11年1月 ｡ 面接調査は,
平成11年3月 - 8月 に かけ て 行 っ た｡
2 選定 した活動実践例
以上に より, 表1 に示す5 つ の 実践活動を選定した｡
3 調査項目と分析方法
1) 活動の全経過に沿 っ て , 記述内容と面接聴取した情
報か ら, 保健婦 (士)が, どの ような ニ ー ズ を充たそ
うとした の かが読みとれる部分を取り出す｡ 同様の 内
容の表現が複数ある場合 はそ の内 の - つ を取り出し,
生活 の営み の ど の ような側面に関する ニ ー ズ で あ るか
を調 べ る｡
2) ど の ような対象の援助 ニ ー ズで あ るの かを調 べ る｡
保健婦 (士) 活動に お い て は, 個 へ の 援助過程に お い
て も, そ の個 の属する生活集団全体 へ の 還元を意図し
た支援活動の存在が, しば しば確認され る2)｡ ま た ,
こ れ ら の対象を支援する立場に あ る様々 な周囲の 関係
者に対する援助的な関わり の 存在も確認できて い る3)｡
ま た, 地方自治体職員と して地域全体に責任を持 っ と
い う使命を持 っ 保健婦 ( 士)は, 常 に 地区住民全体を
視野に入れる責務がある｡ そ こ で , 選定した活動に お
い て着目した ニ ー ズ は個別 (本人･ 家族) 支援に 関す
るも の か, 地域単位 (組織, 機関, コ ミ ュ ニ テ ィ な ど)
の 問題解決に 関するもの か , 周囲の 支援者に関するも
の かを調 べ る｡
3) 看護は, 対象が自立して 問題解決して いく ことを助
けるため の活動で ある の で , ニ ー ズ把握 の段階で も,
一 方的な診断で はなく, 対象の セ ル フ ケ ア を支える第
一 歩 とし て の対象と の ニ - ズ の 共有を意図した援助的
関わりを描くはずで ある｡ こ の ような考え に基づ い て ,
保健婦 (士)が援助 しよう と した ニ ー ズ に つ い て ,
｢対象の 認識の 有無｣ と, ｢セ ル フ ケ ア行動の適否｣ に
つ い て調 べ る｡
表 1 分析対象とした活動事例お よび保健婦 (士) の経歴 の 概要
No.
行政サ ー ビス
上 の活動区分
所 属 年 齢
保健婦
( 士) 経
験年数
活 動 内 容 の 概 要
1 母子保健活動 町 38歳 16年
乳幼児 の健診 に て, 育児 不安の 強い 母親や 障害児で はな いが 心理的な 発達 に遅れが あり経過観察の
必要 な児 が増加 して きた o そ れまで は個別で 関わ る ことで 対応して いた が 限界 を感 じて い た○ 町立
保育所 の保母 らも この よ うな児 へ の 対応に とま どい を持 つ て おり, そ れら のとま どい を助 けるため
に も必要 と 考え, 経過観 察児の 療育学級を計画し, 開始 したo そ の 過程で , 保母が 保育所の 入所児
の み で なく地域 の子育 て 全体に 関われ る職種で あ る ことを住民 にも知らせ , 保母全体 の意識化で き
る よう に関 わつ たo
2
成人 . 老人保
町 33歳 7 年
公民館が主体 で開催 して い る健康 づ くりの会 に つ い て , 住民の 積極的な参加や関心が感じられなか つ
た と こ ろ, 看護蘇免許 を持 つ て い る 一 主婦 が, 自治会の 活動に よ つ て 地域の 高齢者の 健康問題に 気
付き, 役立 ちたい と考 えて い る ことが分 かり, 地 元の 役員と検討会を重ね , 健康づ くりの 会で そ の
健福祉活動 気づ き を住民 と話 し合 うと い う企 画を持 つ た○ 高 齢社会を この 地域に 住む老若男女が健康で 生きて
いく ため に個人 ある い は地域全体 で取 り組 め る ことは 何かを 一 緒に 考える機会とした○ この会がき つ
か けと なり, 賛 同した人達 が, 自主 的な老人 の集 まりを持 つ よ うに な つ た o
3
精神保健福祉
活動
特別区 38歳 16年
26歳の 男性 の精神分裂症患者 A が無為 閉居 な生活 をして い る ことに対 して , 人との 交流 . 就労 へ の
支援 を行 つ た o 保健婦 の通勤途上 の八百屋 で ア ル バ イ ト募集をみ つ け, 事情を話 して 青年A を支 援
して いく協力 へ の合意 を得 た○ 職親制度 を利用 して勤 務 させ て もらい数 年間継続した o 保健相談 所
で は障害者 も高齢者 も子育 て 中の人 も安心 して 健康 で 住め るまちづ くりを目指して 自主 グル ー プ 支
援活動や 地域住犀へ の啓発活動 と して ｢保健相談所 まつ り｣ を企 画 し, そ の 一 環 として この八百 屋
と共同 して 出店 し地域 の 人と精神 障害者と が交流 で き, 八百屋から本人 の 働きぶ りが 話 され参加 住
民 の共感 を得 る こ とが 出来 たo
4
特定疾患対策
活動
保健所 44歳 22年
特定疾患 の治療費助成 の 申請窓 口 に おける面接で , 一 部 に 重症化 して しまう瑞息児の 存在 とそ の親
の 悩み を聞き, 実体 を捉 えようと, 特 に発作 を防 ぐ自己管理行動 に つ い て 意識して 捉え る面接調査
を実施 した○ 結果 をま と め資料 を作成, 把握 した ニ ー ズ に 関わ る医療機 関や学校関係者と, 喋息児
とそ の 家族が 自 己管理力 を高 め られる よ うな支援 の あり方に つ い て の話 し合い を持ち, 鴨息児 とそ
の 家族を支 え る各関係者 の意識 を高 め, 支援 へ の努力 を促した○
5
感染症対策活
動
保健所 53歳 30年
赤痢を発症 した 6歳の 幼稚園児 に つ い て, 法令 に基づ く2次感染防止 へ の 対策活動に従事 したo 入
院の 必要性 を伝え た 際の , 父親 の動揺 を受 けと め, 隔離 入院に よ る患児 の心 理的なス ト レ ス を最小
に す るた め の付き添 いの 可能性や, 患児 へ の付き添 い に よ る児 の兄 の養育 や, 出産で入 院中の母親
の 産裾期の 回復 と新生児 の 世話 な ど, 他家族の 生活 の体制 づ くりへ の父親 の判 断や行動力 を助 け,
そ の た め 入院す る日を 1 日遅らせ る な どの判断を行 い行政 当局 へ の了解 をと つ たo 幼稚 園の職員及
び園児 へ の 感染拡大を防 ぎ, 保護者 の過剰 な不安や 本人及 び家族 へ の偏見 を防止 する た め に, 混乱
す る幼稚園長 を助 けて , 説明会 を開き, 保護者の 過剰 な反応 を防 いだo
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Ⅲ 結 果
1 各活動実践例 (以下, 事例とする) か ら抽出できた
｢援助しようと した ニ ー ズ｣ の生活の 側面
大別すると , 表2 の 表頑に示す9 つ の生活の側面 に関
する ニ ー ズ が抽出で きた｡ 抽出件数をみると, 社会生活
行動が最も多く, 家族 の機能, 保健行動も多い傾向で あ っ
た｡ 各側面 ごと に ニ ー ズの 内容を述 べ る｡
(彰保健行動
事例4 は, 喋息児とそ の 家族に つ い て , 発作記録を っ
ける ･ 布団を干すなど自己管理行動 へ の動機付けを助 け
ようとし て い た｡ そ の 他はt 保健事業 へ の参加 ･ 疾だ し
や腹式呼吸な ど発作時の 対応 ･ 服薬 へ の不安 ･ 親同士の
情報交換で あ っ た ｡ 事例 2 は, 住民 の健康づく り の会 へ
の積極的な参加や健康 へ の 能動的な関心, 公民館主事や
潜在看護婦の , 自分や他者 へ の 健康問題に関する関心や
気付きの励ま し で あ っ た ｡ そ の 他適切な医療機関選択の
判断を援助 しようと して い た ｡
②身体的な健康
事例4は, 治療費の 申請窓口 の 場面で , 重症度が高く
高学年に な っ て も寛解 しな い児 に つ い て重症化を防げな
いか と感じ, こ れ を こ の活動の 発端と し て い た｡ 事例 5
で は, 赤痢を発症した患児の 家族や幼稚園園児 へ の 2次
感染をまず防ぐことを活動の発端と し て い た｡ 事例2 は
地区の 高齢者の血圧の高さ に つ い て , 住民皆で 問題意識
を持 っ て い けるよう に助力しようと して い た｡
③心理的精神的健康
事例1 は, 健診 で把握される乳幼児の 心理発達の遅れ
の予防や発達の 促進を活動の発端と し, 発達 の促進の た
め母親が関係者の 力を借りて適切な養育を で きる ことを
支えようと して い た｡ 他, 児 の発達遅延を否認する母親
の受容の 促進で あ っ た｡ 事例2 は, 地区の高齢者の孤独,
事例3 は, 精神分裂病の青年の無為閉居な状態を見 っ け,
26歳 の 青年らし い生活に 向け て支援する こと を活動の発
端と して い た｡ 事例5 は, 感染 の拡大の 予防 へ の援助過
程で , 赤痢発症児の入院に伴う心理的 ス ト レ ス ･ 家族 の
表2 援助対象種別にみた援助 ニ ー ズ の ｢生活の側面｣ ･ ｢対象の 認識の 有無とセ ル フ ケ ア行動の状況｣ によ る分類
生 活 の 営 み の 側 面
社 会 的 環 境
①
保健行動 ②身体的 な
健康
⑨心理 的精
神的健康
④ 日常生活
行動
⑤家族 の
機能
⑥社会生活
行動
⑦周囲 の人
々の価値観 .
意識
⑧保 健福祉
医療サ ー
ビ ス
⑨生活環境
対 象の 認識 の 有無とセ ル フ ケ ア
行動の 適否 から見 た特徴
a b C a 也 C a b C a b C a b C a b C a b C a b C a b C
援助対象 活動実践例 計
14 5 8 1 15 33 6 6 4
4 5 5 2 3 4 4 1 3 9 3 12 9 12 5 1 3 3 1 3
個
人
及
び
家
族
特定
母子 事例 1
成人老 人 事 2
精神 6 い 1 3 1
特 定疾患 事 4
感 染症 ll l* 1 1 3 2 1 1 1
痩数
母 子 13 1 い 1 3 3* 1 1 1 1
成 人老人 5 1 1 1 2
精 神 2 2
特 定疾患 20 1 5* 3 2* 1 2 1 1 1 1 2
感 染症 2 1 1
全て の地域
住民
母子 1 1
成人老人 5 3* 2
精神 3 2 1
特定疾患 事例 4
感染症 事例 5
援助 を要す
る人 々 を支
援す る周囲
の支援者
母子 嚢 8 2 1 3 2
成人老人 嚢 8 2 2 4*
精神 嚢 1 1
特定疾患 塞 4 2 1 1
感染症 塞 3 1 2
ー
2
3
注
注
注
: * は, 活 動の 発端 にな っ た ニ ー ズを示す
: 各対象 種別 に, ニ ー ズが抽出 された事例を で 示 した
: a : 対 象が認識 して おらず, 従 っ て セ ル フ ケ アが 不十分 な段階
b : 対 象が認識 して い るが, セ ル フ ケ アが 不十分 な段階
c : 自立的な 問題解決行動やそ れ に向 けた動機付 けが あり, そ の状態 を共有 しさ らな る向上 の た め の 支援が必要 な段階
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動揺 ･ 児 の通う幼稚園園長の動揺 ･ 予想され る幼稚園保
護者の 過剰な不安に つ い て助力しようと して い た ｡
④日常生活行動
事例1 から子供の適切な食生活, 事例5 か ら感染の 原
因と考えられる食事の衛生が確認で きた｡
⑤家族の機能
事例1 は母親の適切な養育行動 ･ 家族 の協力に よる育
児, 事例2 は複合家族の 世代間の 関係維持, 事例3 は経
済的な困窮, 事例4 は噛息発症に よる親の苦悩や対処,
事例5 は赤痢患児の 入院に伴う兄弟の養育 ･ 赤痢患児の
入院に よる家族の 対処行動を援助しようとし て い た｡
⑥社会生活行動
事例2 で は, 公民館主事が, 地域 の役 に立ちた い と考
え て い る潜在看護婦に着目して い る ことを知り, 主事が
住民の健康づくり へ の活動に前向きに取り組ん で い る こ
と をさ ら に助力した い と考え て い た｡ こ れ は, 住民 の 健
康 へ の関JL､を高めるため の助力と共に こ の 活動の 発端と
な っ て い た｡ そ の他事例2 は地域住民や潜在看護婦や食
生活改善推進員の地域貢献 へ の意欲や姿勢 ･ 養護教諭の
地域の子供の健康問題 へ の 気付き, 事例1 は地域の 子供
の交流の不足 ･ 地域 で 支える育児の 機能 ･ 保育所の保母
の地域貢献 へ の意欲や姿勢 ･ 保育と いう仕事 へ の価値観
や誇り, 事例3 は分裂病の 青年の 仲間との交流 ･ 労働生
活 ･ 地域住民の精神障害者 へ の 関JL､と理解 ･ 皆が安JL､し
て住める街づくり へ の 関心 ･ 青年 の職親とな っ た八百屋
の店主の受け入れ の気持ち, 事例4 は瑞息児の学校等で
の生活 ･ 医師や看護婦の 外来診察時の悩み ･ 保母や学校
教員の 鴫息児 へ の 関心 ･ 学校環境 へ の 問題意識, 事例5
は赤痢患児の父親の労働生活 ･ 赤痢患児の通う幼稚園園
長の事態 へ の対応を援助しよう とし, こ れ らは活動の過
程で新た に判断して い た ニ ー ズ で あ っ た｡
⑦周囲の人々 の 価値観 ･ 意識
事例3 は分裂症の青年の就労先の人々 の受け入れ意識 ･
地域住民の 精神障害者 へ の 理解や関JL､, 事例 4 は喋息発
作を誘引する学校の 環境に関する教員の認識 ･ 保母 の喋
息児 へ の 関心 , 事例5 は赤痢患児と家族に対する周囲の
人々 の 理解を促す援助を しよう とし て い た｡
⑧保健福祉医療サ - ビ ス
事例1 は児の発達を助けるの に必要な サ ー ビ ス 資源が
無い こと, 保母の機能を地域の 子育て に拡大させる こと,
事例2 は地区の 高齢者 へ の 福祉サ ー ビ ス の不足, 事例4
は瑞息児と家族の 自己管理 を高められ る医療機関従事者
の対応の 質を向上させ る こ とを援助しようとし て い た｡
⑨生活環境
事例1 は子供を自由に遊ば せ る場の不足, 事例4 か ら
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瑞息発作の誘因となりうる学校の環境, 事例5 から上下
水など の住宅設備の衛生状態に つ い て 改善 へ の 努力をす
る必要性を感じて い た｡
2 援助 しようと した対象
個人や家族を対象とした ニ ー ズ は全事例で確認で きた｡
こ の 内, 特定 の 個人や家族の ニ ー ズ は, 事例1 ･ 3 ･ 5
か ら取り出せた｡ 表2 に示すよう に , こ れ らは, 9 つ の
生活の側面全て にわたる ニ ー ズ で あ っ た｡
援助を要する対象を支援する周囲の関係者に関する ニ ー
ズも全事例か ら取り出せた ｡ 生活 の側面で見ると, 特 に
社会生活行動が多い結果で あ っ た｡
地域 に住む住民全て に該当する ニ ー ズ は, 事例1 ･ 2 ･
3 か ら取り 出せ た｡ 事例1 ･ 3 は, 育児や精神障害者の
生活を地域住民皆で支え ようとする関心や意識を育て る
援助の必要性を判断したもの で あ っ た｡
3 対象の認識の有無とセ ル フ ケ ア行動の適否
抽出した ニ - ズ を上記の 2側面からみると, 表 2 の注
3 に示した3 つ の特徴が あ っ た｡ どの事例からも3 つ の
特徴に関する ニ ー ズが取り出せ た｡
各特徴 ごと に , まず, ｢対象が認識して お らず従 っ て
セ ル フ ケ ア が不十分｣は, 9 つ の生活の側面全 て か ら計
35件, ｢対象が認識して い るが セ ル フ ケ ア が不十分｣は,
日常生活行動以外の 8 つ の生活の 側面か ら計37件取り出
せた｡ 自立的な問題解決行動やそれ に向けた動機付けが
あるは, 社会生活行動, 家族 の 機能, 保健行動の 3 つ の
側面から取り出せた｡ 特 に周囲の 支援者の ニ ー ズが 4事
例から挙が っ て お り, そ の人 の職務等 にお ける意欲を助
け, 要援助者の抱え て い る課題 に向かえる よう励まそう
とするもの で あ っ た｡
Ⅳ 考 察
1 多側面の生活にわたる援助 ニ ー ズ
保健婦 (士) は, 生物学的な健康状態か ら, 家庭 ･ 地
域 の様 々 な生活, そ れ に影響を与える人 ･ 物的環境に至
るま で , 非常 に多様な側面を充たそうとして い た｡ 特 に,
家族 の機能と社会生活行動 はl 数も多く全事例か ら取り
出せ た｡ 地域 で生活し て い る人 々 の生活の 多くは, 家庭
及び地域社会で成り立 っ て い る｡ 保健婦 (士)が人々 の
生活そ の もの を支援しようと して い る特徴が現れて い る｡
2 個及び家族 へ の援助を基盤に した活動
1) 一 人 一 人 の そ の人らし い生活や幸福の追究
事例5で は, 法的に入院が義務づ けられた法定伝染病
(旧伝染病予防法下) を発症した6歳児 の 家族 に , 入院
の必要性を説明し つ つ も, 児 の入院に伴う家族の 生活の
変化や, 家族 の心理 的動揺の状況 に着目し, 家族の 生活
を守る立場に立ち, 家族が自ら対応策を考え られる事を
支援しようとした｡ ま た, 事例3 で も, 分裂病で 無為な
生活を送 っ て い る青年の , 26歳 の青年ら し い生活を向け
て社会生活を広げる ことを助 けようと して い た ｡ 保健婦
(士) は, 住民 一 人 一 人の そ の人らし い 自立 した生活の
充実や維持を助けようと して い る特徴が あ っ た ｡
2) 人々 の健康を支援する様々 な関係者 一 人 一 人の 考え
や意欲 へ の着目
人々 の健康を守る上で , 医療や福祉, あ る い は教育な
ど様々 な機関の サ ー ビ ス の 内容や , そ こ で働く人々 の考
えな どに着目する こと ば, 公衆衛生活動に従事する者な
らば, 看護職で なくとも必要不可欠な こ と で ある｡ しか
し, 保健婦 (士)はそれ ら サ ー ビ ス の 質 に関する着目の
他に , そ れ ら に従事する人々 の職業生活や自己実現の充
実を も意図して , そ れ ら の人 の意欲や関｣L､事 に着目 して
い た｡
こ れ ら の人々 の 主な ニ ー ズ は, 意欲や熱意や気づ きを
励ま し, 応援して いく内容で あ っ た｡ 関係者の , そ の人
らし い職業生活の実現や自己実現の ため の ニ ー ズ で あ る
と同時に , そ の関係者の支援を受ける人々 に と っ て , よ
り質 の高 い サ ー ビ ス を受ける事に もつ ながる ニ ー ズで あ
り , 保健婦 (士) は これら の両面を満たす ニ ー ズ と して
着目し て い た｡
3) 個へ の助力を基盤に した地域住民全体の支援
4 つ の事例が, 個人や家族の身体的 ･ JL､理精神的健康
や家族の機能に 関する ニ ー ズが活動の発端にな っ て い る｡
こ れ らは対象の 自立的な健康生活の 維持を困難にする可
能性の ある ニ ー ズで あ り, こ れ らの ニ ー ズ を まず充たす
ことを発端に活動を開始し, 支援活動の過程で様々 な支
援者や住民を支援の 輪に加え, 上記2)に 述 べ たよう に ,
支援者も援助の対象とし て , そ の人らし い自己実現の た
めの 支援を措い て い た｡ この ような次々と接する人々個々
へ の支援の積み重ね に より, 地域住民全体の健康生活に
責任を持 っ て いく いう特徴が分か っ た｡
3 既存の資源では解決できない ニ ー ズ へ の着目
事例1で は, 医療受診して も診断が つ かず, 福祉サ ー
ビ ス の対象となる いわ ゆる障害児で もな い , しか し何ら
か の遅れが認め られ る幼児の境界域の発達上の課題に着
目して い る｡ 自立的な問題解決の 一 つ と して, 様々 なサ ー
ビ ス や人的資源の 力を活用して い く ことがあるが , 人 々
の生活に生ずる ニ ー ズ に は こ の よう に, 既存の サ ー ビ ス
や資源が カ バ ー し切れ て い な い ニ ー ズもたくさん あると
考えられる｡ 保健婦 (士)は, セ ル フ ケ ア を支援し て い
く立場で こ の よう な ニ ー ズ に着目して い た｡ 行政が これ
ら の ニ ー ズ に対応できる新たな サ ー ビ ス や資源の創設の
必要性を政策判断して いくとき に, 保健婦 (士) の判断
が清かされ る こ と に より, 住民 の福祉に有効で ある こと
が言え る｡
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T H E C H A R A C T E RISTIC OF T H EH E AL T HC A R E N E E D S C A T CHE D
B Y P U B LIC H E A L T HN U R SE IN T HE C O M M U NIT YIB A SE D PR A C TICE
Narumilde
Depa rtm e nt of c o m m u nity he alth nursl ng, Scho ol of Nur slng, Chiba Universlty
K E Y W O R D S:
public he alth n u r se, com m u nity-ba s ed practice, s elfcare n eds, administration s e r vice
T he purpose of this study is to identify the chara cte ristic s of the he alth c are ne eds that public
health n u r s e shave c atched in the c om muin lty-ba s ed practice. T his study is plan ned a s the first step
to ide ntify the char a cteristics of nur s ing fu n ctio n in the administation ser vice.
Data w as c ollected through free answ er des c rlptl O n Sand inte r view sfro m 5 P HNs abo ut the pr o-
c e s s, the methods, t he aim s, and the outc o m e s o ntheir o n e-be st-pra ctice.
The des crlptlOnS abo ut the he alth car e n e eds fo r r e side nts w e r eclassified into 9 dim e n sio n s a sfoト
lo w s :1. the c om mun lty a nd sociality a ctivity, 2. the fa mily function, 3. the s elf-c a r ebeha vio r,
4･ the daily living behavior, 5. the physic al he alth, 6. the psychologic al he alth, 7. the intrapopula -
tion minds, 8. the ser vices of public he alh, w elfa r eand m edic al, and 9. the public facilit e s.
T hesediscrlptl O n S W e r e a n aliz ed m o r efr o m the vie wpol ntS Of the con s cio u s n ess of P HNs agalnSt
reside nts abo ut their o w n- n e eds a nd their s elf- c are behavior . They w e r e classified into 3 categories :
1. T he reside nts do e s n ot r e c ogn l Z etheir o w n- n e eds, s otheir selfc are beha vio r is inadequ ate , 2. The
r e sidents r e c ogn l Z etheir o w n- e eds, but their s elfc are behavior is in adequ ate , 3. The s elfcare behavior
is adequ ate , a nd they n e ed fu rthe r sup po rt.
T be cha r a cte ristic s of the he althc are needs that public he alth n u r s e sha v ec atched for r e sidents
in their c o m m uinity-ba s ed pr a ctic e w e r a sfollows : 1. the m山tiple n e eds of the he althandthe daily
living. 2. the individu al n e eds of their life, he alth a nd hap pln e SS, and 3. the administrative needs
of the fo u ndatio n of n ew s o cial ser viceswith which the e xist s e r vic e sar e n ot covered.
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